
研 究 計 画 書

１　研究の名称
自衛隊の健康管理資源を活用した疾病・健康事象の疫学的研究

２　研究の実施体制
講座等名 官職 氏名 役割等

研究責任者 分子生体制御学講座 教授 松尾洋孝 統括、企画立案、
実施

分担研究者 分子生体制御学講座 准教授 中山昌喜 企画立案、実施
分子生体制御学講座 講師 豊田　優 実施
分子生体制御学講座 研究科学生 河村優輔 実施
衛生学公衆衛生学講座 教授 角田正史 企画立案
衛生学公衆衛生学講座 准教授 中島　宏 企画立案、実施
衛生学公衆衛生学講座 講師 岩澤聡子 実施
衛生学公衆衛生学講座 学内講師 吉岡範幸 実施
衛生学公衆衛生学講座 助教 鈴木聡子 実施
衛生学公衆衛生学講座 研究科学生 三好優香 企画立案、実施
衛生学公衆衛生学講座 研究科学生 橋本逸美 企画立案、実施

学校長 四ノ宮成
祥

企画立案

研究協力機関 統合幕僚監部 後方補給官（衛生
）

小俣二郎 企画立案

陸上幕僚監部 衛生部長 菊池勇一 企画立案
海上幕僚監部 首席衛生官 小川　均 企画立案

３　研究の目的及び意義
海上自衛隊においては、先進的に検診結果のデータベース化（健康管理システ

ム）に取り組んでおり、申請者が把握している範囲だけでも10年以上のデータの
蓄積がある。衛生学公衆衛生学講座および分子生体制御学講座では、海上幕僚監
部より、健康管理システムを通じて集約されている各種検診の集計を依頼されて
いる。このため、両講座は健康診断等のデータを復元情報のある仮名加工情報と
して保有している。本研究はこのデータを活用し、自衛官および事務官等を対象
者として、国民一般にみられる疾病・健康事象を検討対象とし、広く国民にみら
れる生活習慣、あるいは自衛隊で多くみられる環境要因が、これら疾病・健康事
象に与える影響について疫学研究を行うものである。成果を部隊に還元し、人的
戦闘力向上に寄与することを目標とするとともに、広く国民に自衛隊発の健康情
報を発信する。なお、検診対象者に研究不参加の機会を担保するため、研究に係
る情報を施設ホームページ上に公開し、研究不参加について機会を付与する。
多くの疾病が、遺伝的要因を背景に、好ましくない生活習慣などの環境因子が

加わって発症してくることを考えると、生活習慣や環境要因に係る情報を含んで
いる健康診断結果の活用は有用である。健康状態は、年齢や性別といった個人の
属性に影響を受けるが、データベース化された健康診断情報の利用は、交絡因子
の調整の観点からも好ましい。種々行われている検診のなかでも、全員が受検す
る、全般的な健康状態を把握することを目的として行われる検診について解析を
行えば、当該集団における健康の全体像を得ることが可能である。そこでまず、
全員が受検する一般検診、全中高年を対象とした循環器肝臓検診、検診の機会に
把握されデータベース化されている傷病名を解析対象とする。達にはないが、生
活習慣や健康状態について詳しく把握するため、海上自衛隊においては回答任意
で20項目の追加質問が行われている。この結果についても解析対象に含める。
論文は、その作成の過程において、外部の査読者の目を経ることにより、より

科学的に洗練されたものとなる。対象者が自衛隊員であることに十分留意しつつ
、研究レベルの知的作業を行うことによって本研究は以下の諸点で意義深いもの
となる。
健康課題の抽出
組織的に健康増進に取り組むには、組織における健康上の課題をシステマチック

に抽出し、解決策の立案（P）、小規模での実行（D）、評価（C）、修正（A）の
PDCAサイクルを回してのブラッシュアップ、組織全体への水平展開の各要素が必要
となる。また、水平展開後にも健康増進事業の評価が求められる。また、組織にお
ける健康上の課題がシステマチックに抽出されるには、前提として、健康状態の全


